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第 4 章では、 2 次元弾性 FEM 解析により、中壁式トンネルの力学的挙動について検討・考察した結果、各支保部
材の変形抑制効果、 4 分割および 3分割中壁工法による安定性、斜面下での施工手順、および予測値に対する影響が
大きい入力パラメータに関する有用な知見を明らかにしている。
第 5 章では、軸対称弾性 FEM 解析により、中壁式トンネル軸方向の沈下特性を検討・考察した結果、複数の切羽
が近接する場合の応力開放率は、それぞれの切羽離隔を考慮、した特性曲線を基に設定する必要があることを指摘して
し、る。
第 6 章では、 3 次元弾性 FEM 解析により、中壁式トンネルの変形挙動を考察・検討して、中壁の変位抑制効果を
















(1) 低土被り未固結土砂地山において、中壁式大断面トンネル周辺地山の挙動を計測結果および FEM 解析結果に
より分析・検討し、その挙動が弾性的・連続体的であることを明らかにしている。
(2) さらに、中壁による変形抑制効果および各切羽掘削面積の縮小化による先行変位抑制効果と切羽安定効果を確
認するとともに、中壁の背面地山掘削によりその剛性低下と変形再配分が行われることを明らかにし、穏やか
な変形再配分のためには、中壁の設計と計測管理に十分留意する必要があることを指摘している。
(3) 低土被り未固結土砂地山における中壁式大断面トンネルを対象として、隣接切羽の影響を考慮、した特性曲線に
基づく計測管理手法を提案するとともに、実測計測値を基に検証し、提案手法が有効であることを確認してい
る。
以上のように、本論文は、未固結土砂地山における中壁式大断面トンネルの実用的・合理的な計測管理手法を提案
したものであり、 トンネル工学および土木工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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